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青山☆情報システムアーキテクト育成プログラムの目的

情報システムは、企業活動の駆動力になる情報の収集・処理・伝達・利用に関わる仕組みです。

それは、企業の業務に関する情報の処理を行い、企業内部およびそれを取り巻く環境（顧客、
様々なステークホルダー、社会環境、法令、自然環境など）の動向または異常を検知し、それに
基づく意思決定を助け、またその決定を適切な部署に伝達するために必要とされるものです。

情報システムアーキテクト育成プログラムは、情報システムのステークホルダーの活動を中心
に構成し、特に以下を留意して、情報システムの担うべき役割や可能性を理解し、高い意識で業

務に取り組める情報システム人材（IS人材）となる情報システムアーキテクト（ISアーキテク
ト）の育成を目的とします。

○ 顕在あるいは潜在するニーズを獲得する超上流・上流の要求獲得・仕様化の技術

○ 多様な文化・価値観を持つステークホルダーを調整するコミュニケーション

青山情報システムアーキテクト育成プログラム（ADPISA）は、青山学院大学社会情報学部を

実施主体とする学校教育法に基づく履修証明プログラム（取得証明：情報システムア―キテク
ト）です。

本プログラムは産業界に向けて、自社の情報システム化の企画や顧客への情報システムの提案

において必要とされながら、これまでの企業教育では体系的には十分に行われてこなかった情
報システムアーキテクト（ISアーキテクト）の育成を目指しています。

また、教育提供に留まらず、参加企業と協働で情報システムアーキテクトの育成を企画・設
計し育成を行うマネジメントサイクルの運営を行います。
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情報システムとその環境

企業活動を取り巻く環境においては、ビジネス活動を支えるだけでなく、自然環境、社会

環境への配慮を含めた企業の責任を支え、企業価値を顧客と共に協創する基盤としての情報
システムが求められています。

そこでは、ITシステムの設計・開発だけでなく、ビジネスプロセスやビジネスルールの改
善・変更による課題解決も情報システム人材（IS人材）には求められます。また環境の変化
に対応するためには、IS人材には、従来のIT人材以上の様々なステークホルダーとの関わり

が発生します。

様々なものがインターネットでつながる（IoT：Internet	 of	 Things）時代となり、情報
システムは複雑系となり、ステークホルダーによって作り出される情報も多種多様かつ大量

になっています。

従来のデータというデジタル情報をITシステムによる処理により解決することに加え、意

味のあるデータを掘り出すという処理（Big	 Data）も情報システムには必要となります。

情報システムに期待されるのも機能よりサービスに視点が移ってきています（クラウド）。

情報システムは、人に満足を与えるだけではなく、安心・安全を提供し、持続可能である
ことが期待されています。



情報システム部門を取り巻く環境と主要な課題

背景としての課題

◆ システムインテグレーションビジネスに内在する「構造的不幸」
◆ 社会責任（CSR）と事業リスクの関連性の高まり

主要な課題

◆ 既存技術の継承と新技術への対応
・生産性向上
・品質向上

・イノベーション
◆ ビジネス要求の多様化と速い変化

・問題形成と問題解決
・スタートアップのマネジメント

・顧客満足
◆ 社会的な要求と制約

・安心・安全

・ひと・社会・自然に対する優しさ
・持続力・復活力
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企業の情報システムは、日本では長年にわたりシステム開発の多重の下請け構造により実現さ

れており、ビジネスのアジリティが要求される現在においては、ステークホルダー間の価値の不
一致が構造的不幸を引き起こしています。
また、情報システムの社会における役割が重要になるに従って社会的責任（CSR）と事業リスク

の関連性が高まってきています。

JUAS（一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会）の「企業IT動向調査2015」では、情報

システム部門のミッションとして明示されている企業の割合を以下のように報告しています。
①業務プロセスの改革 67.5％（5年前 61.5％）
②ビジネスモデル改革 52.3％（5年前 46.4％）

また、要員の割合（現在と今後の予測あるいは予定）について以下のように報告しています。

①業務改革推進担当 11.5％→24.8％
②IT戦略担当 9.3％→28.0％

そのような中、多くの企業は以下のような課題を抱えています。



情報システムアーキテクトと修得すべき能力
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情報システムアーキテクトは、情報システムサイクル全体に関与し、多様なステークホルダー

間の橋渡し役を果たす。

情報システムアーキテクトは、ビジネスの課題解決のためのアーキテクチャを設計し、さらにビ

ジネス変化への対応を設計する人材です。持つべきビジネス能力は以下のように考えられます。
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情報システムアーキテクト育成のプログラム

企業の抱えるビジネス上の課題を発見し、自ら考え抜き、解決していく力の育成を目指し、

講義、演習、自学（eラーニング）の組み合わせでコースを提供します。

実践・応用力の源泉は、技術の根本原理に依拠し、体系的に習得される知識やスキルである

という指導原則に基づきカリキュラムを編成しています。

また、情報システムを単なる情報技術の実践成果と捉えるのではなく、経営学的側面や、社

会学的側面、人間学的側面を融合した実践成果と捉えカリキュラムを編成しています。

履修修了者には、認定書を青山学院大学から授与します。
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開講科目

開講科目の確認や科目への受講届は下記ウェブサイトで行えます。
http://miyagawa.si.aoyama.ac.jp/adpisa/

多様なステークホルダー間の橋渡し役を果たす情報システムアーキテクトの修得すべき能力を考慮し、
ステークホルダーごとの課題に注目したカリキュラムを考えています。

以下は、開講科目の例です。

関連ステークホルダー 科目名 内容

１総論 情報システムアーキテクト特論 なぜISアーキテクトは必要なのか。
情報システム学に基づく考え方、及び実際
の現場での知識構築、問題解決に必要な概
念を身につける。

２経営と事業部門 経営企画と情報システム ビジネス変化対応力を持つ超上流工程にお

けるシステム化計画における問題の捉え方、
解決案の創出ができるようになる。

３事業部門とIS部門 持続可能BPR ITが牽引する業務プロセス改善とは何かを

知る。
ビジネスモデルの変遷と進化への対応を考
えられるようになる。

４IS部門とエンドユーザ サービス創造型情報システム特論 利用者である人間の特性を知り、情報シス

テムの設計と実装において、認知プロセスや
人間思考で説明できる。

５IS部門とSI事業者 IS部門とSI事業者の共有価値の創造 IS部門とSI事業者の新しい関係性を考える。

情報システム開発のビジネスの枠組みを説
明できる。

６サービスと顧客 社会と調和する情報システム 安心、安全で持続可能な情報システムの実

現に向けての考慮事項を学ぶ。
人間と機械が有効に関わるために考慮しな
ければならない事柄を説明できる。

７修了認定 情報システム演習Ⅰ 問題把握
情報システム演習Ⅱ 分析と設計
事例研究 事例の研究



2015年9月

ADPISAコンソーシアムでは会員を随時募集しています。個人でも法人でも会員になることが

できます。
会費は個人会員の場合、年会費1000円、法人会員の場合は一口30000円です。
（但し、2015年度は無料）

ADPISA会員は、開講される科目の受講ができます。
・受講料：330,000円／120時間（5科目）

・科目履修修了者にはADPISAから科目修了認定書を発行します。
・5科目＋修了科目総学習時間120時間を達成した受講生には青山学院大学から履修証明書を
発行します。

ADPISAコンソーシアム

ADPISAコンソーシアムはADPISAが運営する会員制の情報システム人材育成に関する情報交換
の場です。
・情報システム人材育成に関する情報を提供します。
・会員間の情報交換の場を提供します。

・情報システム人材育成の企画・実施の相談を受けます。
・時勢に応じたセミナーを開催します。
・情報システム人材育成のフォーラムを開催します。
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éc½ħÏ{ħĖĺĎ

ŹISäçĨSI��¾ ISäçĨSI��¾Ĭ����Ĭ'Ü ýĀäçĨĀý��¾ĬwĜĐê�dĽ½ĒĺĎ
eBŊŌœţè¢ĬŜŋřŌĬ�²ĳĽÏ{
ħĖĺĎ

źňŰŜŌĨôN ©�ĨÑ9ĞĺeBŊŌœţ K_čK�ħmµ3ÀĪeBŊŌœţĬM�
ī6ĘĦĬ½f�ñĽIİĎ
	éĨ��ĕ�)īêļĺġĴī½fĜĪĘ
ĻĮĪĸĪĐ��ĽÏ{ħĖĺĎ

Ż��ÎL eBŊŌœţ�¼Ă ;ójs
eBŊŌœţ�¼ă #�ĨËÉ
��¨¬ ��Ĭ¨¬

6

7

ª¤Ĭ�gĨÎL

8

ª¤ĬèÔCiĨ1Ôv

ª¤ĬèÔĭA�£īïUIëGIïUńŦŮśŌĬy
ËĽ��ĜĦÅĐĲĞĎ

1Ôvĭč330,000!�120|é�5ª¤�ħĞĎ
ű1ª¤ĢĘħĬ1Ôĵ3ÀħĞŲ

2016YZèÔ�LĬ5ª¤Ĭđģ��Ĭ3ª¤Ľ?·ĜĦ
2015YZī�ÅèÔĜĲĞĎ

2015Y12~18zŴ19z eBŊŌœţľŰńœŅŕ�Ó
2016Y 1~22zŴ23z ³= ĨeBŊŌœţ
2016Y 3~ 4zŴ 5z mµ3ÀBPR

�Åª¤Ĭ1Ôvĭ1ª¤1	]ġĹ30ų000!ħĞĎ

èÔª¤Ĭ� ĭtĴĦŤŰūħē§ĸğĞĺĨĨĵī�Ê
ŀŁŞňĿŕħ� Ĝ1Ô�ĜÚĳĽÅĒĺķđīĜĲĞĎ
http://miyagawa.si.aoyama.ac.jp/adpisa/
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úüþýĀúŇŮŏŰŊľţĭúüþýĀúĕà=Ğĺ�:&ĬeB
ŊŌœţ	�¿gīêĞĺeB�rĬCħĞĎ
ůeBŊŌœţ	�¿gīêĞĺeBĽq�ĜĲĞĎ
ů�:éĬeB�rĬCĽq�ĜĲĞĎ
ůeBŊŌœţ	�¿gĬ ůMyĬ¥ÒĽ1ĘĲĞĎ
ů|,īaĝġŎŢŗŰĽè�ĜĲĞĎ
ůeBŊŌœţ	�¿gĬŝŃŰũţĽè�ĜĲĞĎ

ů�:6Ęī¨�ŇŰŌĽèÔĜĲĞĎ

úüþýĀúŇŮŏŰŊľţħĭ�:Ľì|+îĜĦĐĲĞĎ
�	ħĵ�	ħĵ�:īĪĺęĨĕħĖĲĞĎ
�Öż�	�:ĬC4čY�Ööõõõ!

�	�:ĬC4čY�Ö�2øõõõõ!
ű�Ĝč÷õöùYZĭ�vŲ
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�*S

ADPISAŇŮŏŰŊľţ

¨�ŇŰŌżC1

¨�ŇŰŌżCn

ůůů

¨èä�żRG1

¨èä�żRGn

ůůů

eB�r
	�¿gĬ¥Ò
ŎŢŗŰ
ŝŃŰũţ
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Q3 ADPISAĬĐđeBŊŌœţĨĭ�ĔŽ

Q6 IPAĬITSSīēĘĺITŌŕũœŋŌŕĶŊŌœţľŰńœŅŕ
ĨISľŰńœŅŕĭĩđáđĬĔŽ

Q7 ��QĬB8ĜĦĐĺITÄ4	�ĨĬê�ĭŽ

Q8 MOTĨĬê�ĭŽ


/+�����

������
ADPISA�("�

)-�����*
 ����%��IT
�',&�!�#
.���	��$
���


	adpisa_v12
	ADPISAフォーラム_2015
	pptMiyagawa4up
	pptHara4up


